
岩手大学学生寮規則 
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（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人岩手大学学則（以下「学則」という。）第７４条第２項の

規定に基づき、岩手大学学生寮（以下「学生寮」という。）に関し、必要な事項を定める。 

 

（目的） 

第２条 学生寮は、岩手大学（以下「本学」という。）の学生に対し、生活と勉学の場を提供

し、その修学を容易にするとともに、自主性・社会性の育成と国際交流の促進に資すること

を目的とする。 

 

（管理運営） 

第３条 学生寮の管理運営のため、管理運営責任者（以下「責任者」という。）を置き、学生

を担当する理事又は副学長をもって充てる。 

２ 学生寮の管理運営に関する事項の審議は、岩手大学学生支援委員会（以下「委員会」とい

う。）が行う。 

 

（入居定員） 

第４条 学生寮の入居定員は、次のとおりとする。 

宿舎の名称（対象） 入居定員 

自啓寮（男子学生） ９１名 

同袍寮（男子学生） １３１名 

北謳寮（男子学生） ８９名 

紅梅寮（女子学生） １５４名 

 

（入居資格） 

第５条 学生寮の入居資格は、次のとおりとする。 

区分 入居資格 

日本人学生 学部学生、大学院学生 

外国人留学生 学部学生、大学院学生、研究生 

２ 前項の区分ごとの定員は、別に定める。 

 

 

 

 

 

 



（入居期間） 

第６条 入居の許可期間は、次のとおりとする。 

区分 入居期間 

学部学生 

大学院生 

入居月から修業年限となる年の３月（原則卒業又は修業年限の翌日）

までとする。 

研究生 
入居月から在学期間の３月（原則入居許可証に示された日の翌日）ま

でとする。 

備考 １０月入学者にあっては、「３月まで」を「９月まで」と読み替える。 

２ 前項の規定にかかわらず、責任者が特別の理由があると認めるときは、委員会の議を経

て、修業年限を超えて入居期間の延長を許可することができる。 

 

（入居願） 

第７条 学生寮に入居を希望する者は、所定の入居願に必要書類を添えて、責任者に願い出な

ければならない。 

 

（入居者の選考及び許可） 

第８条 入居者の選考及び許可（延長の場合を含む。）は、日本人学生にあっては委員会が定

めた基準に基づき、外国人留学生にあっては岩手大学国際交流委員会が定めた基準に基づ

き、責任者が行う。 

 

（入居手続） 

第９条 入居者は、別に定める入居手続をしなければならない。 

 

（寄宿料） 

第１０条 寄宿料は、月額２６，０００円とする。 

２ 入居者は、前項に定める寄宿料を、毎月所定の期日までに納付するものとする。 

３ 次の各号のいずれかに該当するときは、未納の寄宿料を全額免除する。 

一 死亡又は行方不明のため学籍を除いたとき。 

二 入学料又は授業料の未納を理由として学籍を除いたとき。 

４ 入居者又は学資負担者が風水害等の災害を受け、納付が著しく困難であると認められる場

合は、入居者の申請により、原則として、災害が発生した翌月から６月間の範囲内において

免除することができるものとし、その運用は委員会の定めによるものとする。 

５ 寄宿料は、入寮又は退寮の日が月の中途である場合であっても、１月分を納付しなければ

ならない。 

６ 既納の寄宿料は、納付を免除された場合を除き、返還しない。 

 

（光熱水料等の経費負担） 

第１１条 入居者が使用した光熱水料等の経費は、入居者がこれを負担するものとする。 

２ 責任者が管理運営上必要と認める経費は、本学がこれを負担するものとする。 

３ 前２項の経費の負担区分は、別に定める。 

４ 入居者の負担する経費は、毎月所定の期日までに納付しなければならない。 



 

（遵守事項） 

第１２条 入居者は、学生寮の居室、共用施設等の施設設備及び備品の保全並びに快適な環境

の保持に努めるとともに、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

一 環境に配慮した学生寮として、省資源・省エネルギー、廃棄物削減、再資源化など環境

への負荷の軽減と汚染の防止等に積極的に取り組むこと。 

二 居室を住居以外の目的に使用しないこと。 

三 居室に入居者以外の者を宿泊させないこと。 

四 施設設備又は備品を加工しないこと。 

五 防火管理、保健衛生管理、災害防止等に関し、責任者及び消防署、保健所等関係者の指

示に従い、又はこれに協力すること。 

六 その他責任者が必要と認めたこと。 

 

（損害賠償） 

第１３条 入居者が、故意又は重大な過失により、施設設備を滅失し、又は損傷したときは、

直ちに責任者に届け出るとともに、遅滞なくこれを原状に回復し、又はその損害を賠償しな

ければならない。 

 

（入居許可の取消） 

第１４条 責任者は、入居者が次の各号のいずれかに該当するときは、その者に係る入居の許

可を取り消すことができる。 

一 第５条に定める入居資格を失ったとき。 

二 第６条に定める入居許可期間を超えたとき。 

三 停学処分を受けたとき。 

四 寄宿料又は第１１条に定める経費の納入を３月以上怠ったとき。 

五 休学又は留学を認められたとき。 

六 保健衛生上、学生寮における生活に適さないと認められたとき。 

七 入居願に虚偽の事実があったとき。 

八 この規則に違反し、学生寮の管理運営上著しく支障があると認められたとき。 

九 その他特別な事由により責任者が必要と認めたとき。 

２ 前項の規定により入居の許可を取り消された者は、速やかに学生寮を退居しなければなら

ない。 

３ 第１項の規定により入居の許可を取り消された場合に入居者が被る損失については、本学

はその責を負わない。 

 

 

 

（退居手続） 

第１５条 退居を希望する者は、所定の期日までに退居届を責任者に提出し、その承認を得な

ければならない。 

 

（退居時の点検） 

第１６条 退居する者は、居室その他居室に附属する設備等について、責任者が指定する者の



点検を受けるものとする。 

 

（雑則） 

第１７条 この規則に定めるもののほか、この規則の実施に関し必要な事項は、委員会が別に

定める。 

 

附則 

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

２ この規則施行日前に入居している者の入居期間は、第６条の規定に関わらず、修業年限ま

でとする。ただし、施行日において修業年限を超えている者の入居期間は、平成１７年３月

までとする。 

 

附則 

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

 

附則 

この規則は、平成２０年６月１８日から施行し、平成２０年６月５日から適用する。 

 

附則 

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

附則 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 平成２３年３月３１日までに第４条の学生寮に入居している者の寄宿料は、改正後の第１

０条第１項の規定にかかわらず入居許可期間中は月額４，７００円とする。ただし、入居許

可期間が平成２３年４月１日から延長された者の寄宿料は、改正後の第１０条第１項に定め

る額とする。 

３ 岩手大学学寮規則は、廃止する。 

 

附則 

この規則は、平成２３年４月２７日から施行し、平成２３年４月１日から適用する。 

 

附則 

この規則は、平成２３年１０月１４日から施行し、平成２３年７月２０日から適用する。 

 

附則 

この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

 

附則 

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

 

附則 

この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 



 

附則 

この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

 

附則 

この規則は、令和２年１０月１日から施行する。 

 

附則 

この規則は、令和４年１１月１日から施行する。 

 

附則 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 


